
研 究 紹 介

新たなウイルスにも効果が期待できる
ユニバーサルワクチン創出の鍵となる基礎研究

臨床現場との協働で抗原ペプチドを同定
　免疫系のウイルスの排除機構は2つあり、1つはウイルス

を中和する液性免疫によるもの、もう1つはウイルスを認識

し、感染細胞ごと破壊する細胞障害性T細胞（CTL）だ。

新型コロナウイルスの感染防御においても液性免疫は効果

が持続しづらいだけでなく、さらに、当時のワクチン開発が

変異しやすいウイルスタンパクを標的としていたことから、

新型コロナウイルスの感染細胞を認識するCTL（ウイルス

特異的CTL）に注目することが重要であることは明白で

あった。

　それぞれのCTLが違う形のT細胞受容体（TCR）をもっ

ており、理論的には1×1018種類のTCRがあると言われて

いるうち、ごく一部しか新型コロナウイルスを認識しない。そ

のため検出が技術的に難しいと言われていた中、まだ調査

が十分に進んでいなかった新型コロナウイルス特異的CTL

をその他のCTLから見分け、ウイルス排除に重要な役割を

果たすCTLが認識する抗原ペプチドを同定したのが石戸主

任教授、小椋講師が所属する研究グループだ。「実験を始

めた当初はワクチンがまだ出回っておらず、臨床現場も逼

迫、混乱していました。自分達にも何かできる事を、という思

いのもと、臨床の先生方や患者さん、ボランティアの方々の

協力に恵まれ、研究を進めることができました。」

独自開発のライブラリアッセイが研究の鍵に
　COVID-19からの回復におけるCTLの重要性を明らか

にし、治療戦略へのヒントを得ることを狙いとし、兵庫医

科大学が中心となって医療法人協和会、東京大学、大阪

大学、熊本大学と連携。2020年から2022年に兵庫医科

大学および医療法人協和会にて治療を受け、COVID-19

から回復した患者に協力を仰ぎ、新型コロナウイルス特異

的CTL、およびCTLエピトープを探索する独自開発の

CTLライブラリアッセイを用いて新型コロナウイルスを認

識するCTLの解析を行った。分析の結果、「HL A-A*24:02

を持つ日本人において、COVID-19の重症化を食い止め

るために新型コロナウイルスMタンパク由来のペプチドで

あるM198 -206を認識するCTL（M198 -206特異的

CTL）のはたらきが重要である可能性」が明らかに。

M198-206特異的CTLの特徴をCOVID-19の重症度別

に詳細に解析することで、CTLの分化異常がCOVID-19

重症化の原因となっている可能性が世界で初めて示され

た。さらに、M198-206はこれまで派生したすべてのウイ

ルス株に共通であり、M198-206特異的CTLは強力にウ

イルスの排除をすることが示された。

アカデミアと臨床現場をつなぐ研究を
　CTLの抗原ペプチドであるM198-206は現在多くの変

異が報告されているSタンパクのものではなく、すべてのウ

イルス株間に保存されているアミノ酸配列をもつことか

ら、新たに出現する変異ウイルス株においても有効なCTL

誘導型ワクチン開発の基礎となると考えられる。「今回同

定したT細胞エピトープは、CTLを誘導するワクチンにな

り得ます。さらに、重症化のメカニズムを解明することが、

新たな感染症治療戦略に貢献できる可能性につながって

いきます。」人の体の中で何が起きているのか。これらの

研究成果がまだ見ぬウイルスへ打ち勝つヒントとなること

が期待される。
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世界中を混乱の渦に巻き込んだ新型コロナウイルス感染症。
病原微生物学の石戸主任教授・小椋講師が救急・災害医学の平田主任教授・白井講師、
感染制御学の竹末特別招聘教授と協働し、変異株の出現にも対抗し得る、新たな治療法の鍵となる、
細胞性免疫を司る細胞障害性T細胞を誘導するペプチドを同定。新たな医療の可能性に貢献する研究を進めている。

トランスレーショナル・リサーチとは、基

礎から実用を目指した研究のこと。様々

な疾患についての病理を理解するため

に行われる基礎研究の新たな成果を、

日常医療の臨床現場へ応用していくま

での橋渡しとなる幅広い研究を指す。

トランスレーショナル・
リサーチ
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兵庫医科大学 医学部 病原微生物学

主任教授  石戸 聡（左） 講師  小椋 英樹（右）
COVID-19の回復に寄与したCTLの同定
新型コロナウイルス感染予防に有用な細胞性免疫の発見
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患者様のCTLを
single cell RNA-seqで解析した図









掲載日 メディア 出演
4月29日
5月8日
5月15日
5月16日

5月17日

5月24日
5月25日
　　　
　
6月3日
6月8日
　
6月30日

テレビ朝日「サンドウィッチマン＆芦田愛菜の博士ちゃん」
毎日放送「よんちゃんTV」
NHK「おはよう日本」
NHK NEWS WEB
毎日放送「よんチャンTV」
毎日放送「よんチャンTV」
毎日放送「よんちゃんTV」
フジテレビ「Live Newsイット！」
毎日放送「よんチャンTV」
毎日放送「よんチャンTV」
毎日放送「よんチャンTV」
毎日放送「よんチャンTV」　　　　　　　　　　　
　
毎日放送「せやねん！」
日本テレビ「news every.」　　　　　　　　　　　
　
毎日放送「よんちゃんTV」

皮膚科学 教授 夏秋 優
小児科学 非常勤講師 服部 益治
皮膚科学 教授 夏秋 優
小児科学 非常勤講師 服部 益治
小児科学 非常勤講師 服部 益治
小児科学 非常勤講師 服部 益治
小児科学 非常勤講師 服部 益治
小児科学 非常勤講師 服部 益治
小児科学 非常勤講師 服部 益治
小児科学 非常勤講師 服部 益治
小児科学 非常勤講師 服部 益治
皮膚科学 主任教授 金澤 伸雄　
　
小児科学 非常勤講師 服部 益治
皮膚科学 教授 夏秋 優　　　　
　
小児科学 非常勤講師 服部 益治

最強生物について（※「チャドクガの毒針毛」画像を提供）
頸椎症性脊髄症
かゆい！トコジラミに注意

ことし初の猛暑日か 暑さ慣れない時期のリスク 熱中症対策は
「高血圧の日」に高血圧を考える
AI ロボットに癒しを求める時代！？
今年の熱中症リスクの背景について
熱中症
熱中症に警戒を
丸亀製麺の持ち帰りにカエル混入

親の唾液に子が接触 大丈夫？　アレルギー「リスク低下」調査結果も・・・
和歌山 親の“唾液”が子どものアレルギー抑制か　　　　　　　
乳幼時期の接触でアレルギー発症リスク軽減
間質性肺炎
梅雨時から多く発生　吸血害虫…「トコジラミ」に注意　　　　　
相談件数は約15年間で17倍以上に
夜の熱中症

内容
◆テレビ・ラジオ等　メディア情報（2023年4～6月）

掲載日 メディア 出演
4月1日
4月6日
　
4月21日
4月23日
4月24日
　

4月25日
4月30日
5月12日
5月17日
5月19日
　
5月21日
6月1日
6月25日

6月30日

読売新聞「からだの質問箱？」
丹波新聞　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
読売新聞
読売新聞
読売新聞　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
日本経済新聞

阪神電鉄沿線情報誌「ホッと！HANSHIN」2023年5月号
丹波新聞
西日本新聞
読売新聞
集英社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
読売新聞
丹波新聞

阪神電鉄沿線情報誌「ホッと！HANSHIN」2023年7月号
読売新聞
読売新聞

消化器内科学 主任教授 新﨑 信一郎
ささやま医療センター病院長 片山 覚
ささやま医療センター副院長 山田 明美
皮膚科学 教授 夏秋 優
兵庫医科大学病院
皮膚科学 教授 夏秋 優　　　　
　
兵庫医科大学
泌尿器科学 主任教授 山本 新吾

兵庫医科大学ささやま医療センター
小児科学 非常勤講師 服部 益治
兵庫医科大学病院
皮膚科学 教授 夏秋 優
　　　　　　　　　　　　　　
兵庫医科大学病院
ささやま医療センター 名誉院長 片山 覚
皮膚科学 助教 和田 吉弘 
泌尿器科 診療部長 山本 新吾
皮膚科学 教授 夏秋 優

Q虚血性大腸炎 ずっと薬？　A長期服用 重い副作用報告なく
片山院長らに感謝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
市民団体「ささゆり」医療センター退任で
危険な虫やクモ 分布拡大　「コロナ禍」後一層の警戒を
病院の実力 兵庫編「骨折治療」（医療機関別2021年治療実績）
ヒアリ、セアカゴケグモ、スズメバチ…危険な外来毒生物　　　　
身近な環境に分布拡大
大学の退場ルール整えよ「医学部凍結、患者に不利益」
女性に多い膀胱炎の基礎知識を学ぼう!
丹波地域関係者会議　コロナ2類→5類移行　診療体制は当面維持
気温上昇 熱中症ご注意
病院の実力「眼科」（主な医療機関の治療実績）
「鬼滅の刃 キメツ学園！ 全集中ドリル 蟲の呼吸編」職業紹介　　
病気の仕組みを追求する研究者
病院の実力 兵庫編「眼科」（医療機関別2021年治療実績）
コロナ禍どうみる？ささやま医療センター片山さん「名誉院長」に
意外に多くの人が悩んでいる！多汗症は治療できるの？
病院の実力 兵庫編「膀胱がん」（医療機関別2022年治療実績）
この夏、蚊が多い⁉春の気温が高く孵化前倒し

内容
◆新聞・雑誌等　メディア情報（2023年4～6月）

掲載日 メディア 出演
4月10日
4月17日
　
5月1日
5月2日
5月11日
5月25日
5月28日
6月14日
6月15日
　
6月16日
6月19日
6月21日
6月23日
　
6月28日

CareNet
Medical Tribune（メディカルトリビューン）　 　　　
　　　　　　　
Medical Tribune（メディカルトリビューン）　
医療NEWS QLifePro
NHK NEWS WEB「WEB特集一覧」
紀伊民報
わかやま新報
東洋経済ONLINE
医療NEWS QLifePro　　　　　　　　　　　　　
　
CBCテレビ
yomi Dr.（ヨミドクター）
神戸新聞
m3.com　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
テレビ愛知「5時スタ」

消化器内科学 助教 佐藤 寿行
消化器内科学 助教 佐藤 寿行 　
　
消化器内科学 助教 横山 陽子
呼吸器・血液内科学 教授 吉原 哲
皮膚科学 教授 夏秋 優
皮膚科学 主任教授 金澤 伸雄
皮膚科学 主任教授 金澤 伸雄
兵庫医科大学
兵庫医科大学　　　　　　　　
　　　　　　
皮膚科学 教授 夏秋 優
皮膚科学 教授 夏秋 優

産科婦人科学 主任教授 柴原 浩章
兵庫医科大学病院 副院長　　　
医療支援センター センター長 篠原 尚
小児科学 非常勤講師 服部 益治

テデュグルチドにより短腸症候群の経静脈サポート量が減少
テデュグルチドが短腸症候群の腸管機能に益 クローン病患者に対
する短期投与の有効性を検討
高齢の潰瘍性大腸炎にベドリズマブは有用
「CAR-T細胞」製造失敗のリスク因子を明らかに－京大ほか
「とにかく夜眠れない」トコジラミの被害報告相次ぐ なぜ今？
親の唾液がアレルギー抑制か　乳幼児期に接触した子、学齢期の発症リスク減
親の唾液で発症抑制か　小中生アレルギー
2023年版｢本当に強い大学ランキング｣トップ100
乳児期の親から子への唾液接触がアレルギー発症に関連するか、
アジア初の研究
蚊に刺されやすい人ってどんな人？
旅の土産はトコジラミ？　高級ホテルにも出現…「うそ寝作戦」で一網打尽に
「不妊治療」支援を強化へ　兵庫県が検討会を立ち上げ　今夏に実態調査
【兵庫】土曜の朝の30分「サタデーモーニングセミナー」が地域医療機関に
好評　－篠原尚・兵庫医科大学病院副院長／医療支援センター長に聞く
熱中症

内容
◆WEBメディアその他（2023年4～6月）

メディア実績 本学に関連した、報道機関への出演・掲載情報をお知らせします。
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